













The Role of Consumers' Demographic Characteristics and Inter-
cultural Experiences in Predicting Cosmopolitan Tendency 
 












ンシューマー・エスノセントリズム（consumer ethnocentrism）（Shimp and Sharma 













（Cannon and Yaprak 2001）、異文化と世界に対する意識的なオープン・マインドを
有し、異国の文化を学び、外国人と交流しようとする消費者欲求のことである（Alden 







（collectivist culture）として知られているが（Hofsted 1980; Hofstede and Bond 
1984）、近年の研究（e.g., Triandis and Gelfand 1998）では個人的な文化（individualist 
culture）と集団的な文化が混在することがわかっている。さらに韓国経済は、サムス
ン、ヒュンダイ、LG など財閥を中心とする多国籍企業を擁して急速に発展しつつ、
グローバル化の波に比較的開放的な姿勢を取ってきたとされる（Alden et al. 2006）。
しかし他方で、消費者はエスノセントリックで（Sharma et al. 1995）、海外ブランド





本来、コスモポリタニズムはギリシア語の cosmos と politis から由来した、ワール









概念化する主要な基準として働く。一例に Robertson and Wind（1983, p.332）は「直
系のコミュニティや組織を志向する人をローカル、それらの超越を志向する人をコス
モポリタン」と説く。しかし近年の研究には、ローカルリズムとコスモポリタニズム
は互いに独立した概念で、相反するわけではないという見方がある（e.g., Cannon and 











ンの消費者としてみる。Alden et al.（2006, p.229）は、コスモポリタニズムを「異
文化を学び、外国人と交流しようとする消費者の欲求」と規定する。類似の脈絡から







かつ客観的で（Cannon and Yaprak 2002）、文化的な違いを好んで消費し（Thompson 
and Tambyah 1999）、異文化の製品・場所・経験を求めて世界をマーケット・プレー
































































交流しようとする欲求をもち（Alden et al. 2006）、異文化の場所や経験を追求しなが





















et al. 1994; Yoon 1995）、韓国、トルコ、ウクライナ（Yoon 1995; Yoon et al. 1996）
での研究に使われた。ところが、CYMYC をレビューした Riefler and Diaman-
topoulos (2009, p.414) は、このスケールが「貧弱な内容妥当性、不明確なディメン
ション、低い内的整合性、疑わしい構成概念妥当性で苦しむ」と批判し、マーケティ
ング研究で広く採用されない原因もそこにあると指摘する。 












al. (2006) のスケールを修正し下記の二つの質問を設けた。 
「How many times have you travelled to other countries so far?」 
「If you have ever stayed in another country or countries, how long have you 
























た（n = 88, 34.3％）。 
表２にみるように海外旅行回数は１～３回が最も多く（n = 102, 39.7％）、0回も
33人（12.8％）に達した。また海外滞在経験が全くない人が34人（13.2％）いる反面、
１年以上の滞在経験を有する人も37人（14.4％）に上った。最も多くの標本が１ヶ月







性別 年齢 教育水準 年間家計所得（百万ウォン） 
男  95 (37)
女  162 (63)
30未満   84 (32.7) 
30 -39  113 (44.0) 
40 -49   39 (15.1) 
50以上   21 ( 8.2) 
高卒 33 (12.8) 
大在 37 (14.4) 
大卒187 (72.8) 
30未満         64 (24.9) 
30以上-50未満  88 (34.3) 
50以上-70未満  55 (21.4) 
70以上-90未満  19 ( 7.4) 
90以上     28 (10.9) 
無応答          3 ( 1.2) 
※2011年８月現在、100ウォン＝約7.1円 
表２．海外旅行回数と海外滞在経験 
海外旅行回数 ｎ ％ 海外滞在経験 ｎ ％ 
０  33  12.8 なし  34  13.2 
１～３ 102  39.7 １ヶ月未満  98  38.1 
４～６  57  22.2 １ヶ月以上～１年未満  88  34.2 
＋７  65  25.3 １年以上  37  14.4 























 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
1．年齢 1.000       
2．性別 -.166** 1.000      
3．教育水準 -.009 -.032 1.000     
4．年間家計所得 .252*** -.134* .031 1.000    
5．海外旅行回数 .328*** -.013 .183** .311*** 1.000   
6．海外滞在経験 .171** -.003 .186** .260*** .713*** 1.000  
7．コスモポリタニズム -.044 -.020 .021 .084 .292*** .351*** 1.000 





t 値 有意確率 R2 調整済みR2 F 
年齢 -.150 -2.330 .021 
性別 -.044 -.738 .461 
教育水準 -.061 -1.017 .310 
年間家計所得 -.002 -.029 .977 
海外旅行回数 .154 1.727 .086 





















































I enjoy being with people from other countries to learn about their views and 
approaches. 
.815 
I enjoy exchanging ideas with people from other cultures or countries. .763 
I find people from other cultures stimulating. .753 
I like to learn about other ways of life. .741 
I am interested in learning more about people who live in other countries. .726 
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